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１１月５日（金）は「世界津波の日」でした。江戸時代の安政元年（１８５４年）の１１月５日
に起こった安政南海地震による津波が広村（今の広川町）を襲ったときに、濱口梧陵さんが稲むら
に火をつけて、逃げ遅れた人々を高台へと導き、多くの命を救った逸話 「稲むらの火」 にちなみ
制定されました。
この日は、２時間目の授業中に南海・東南海の巨大地震が発生し、大津波警報が発令され、４０

分で有田市に１０．２メートルの巨大津波が襲来するという設定で行いました。全校児童が運動場
に一次避難し、今回は４月とは別の場所の「長峰農道」へ二次避難しました。一次・二次避難を合
わせて所要時間１９分と、スムーズに落ち着いて避難することができました。ただ、避難中に私語
が目立ち、少し真剣味に欠ける人もいました。
災害はいつ起きるかわかりません。学校にいるときとは限りません。自分の住んでいる地域の避

難場所も確認しておきましょう。登下校中や、休みの日にお出かけ先で地震が起きるかもしれませ
ん。津波の恐れがあるときは、どこにいても、いち早く、より高いところへ逃げましょう。

１０月２７日（水）、３年生の児童がが湯浅保健所、有田食品衛生協会による「手洗い教室」の授
業を受けました。正しい手の洗い方について教えていただきました。


